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いうのは、民主主義ではないですね。異論は
異論として認め、お互いを高めてあっていこ
うというのが本来の民主主義の原点だと思い
ます。

　お互いの独自の視点を尊重しながら、学び
合い、同じ目標に向かってすすんでいきたい
と思います。よろしくお願いします。　　
　

「協同労働の協同組合法」早期制定をめざす市民集会

国会議員の方々からのごあいさつ・

メッセージ（一部要旨）

社会的連帯、民主的・市民的水準
高めたたかう大事な労協運動

共産党参議院議員　緒方靖夫さん

　私はヨーロッ
パで長く生活し
てきまして、フラ
ンスやイタリア
で協同組合が発
達しており、労働
者協同組合も、そ
の法律があり、コ
ミュニティーの
中で、そうした協
同組合が活動し

ていることをつぶさにみてきました。
　ところが日本では、協同組合の統一的な法
律がない。労働者協同組合法もない。そして、
課税などの問題で大変な苦労をされている。
　私がヨーロッパで活動した７０年代から実
感していることですが、「失業とたたかう」と
いうことはどの政党にとっても、非常に大事
で、ワークシェアリング（雇用を分け合う）

という考え方も、今は労働組合側、使用者側、
そして政府側の三者が一体となって、その価
値を共有しています。
　一言でいって、ヨーロッパと比べて日本に
欠けているものは、社会的連帯です。「ソシ
アル」という言葉は「社会的」と訳されてき
ていますが、ヨーロッパでは「社会的相互扶
助」という意味なんです。
　ヨーロッパでは「市場経済」というときも、
必ず「ソシアル」という言葉をつけます。弱
者切り捨てをしない、という考えをこめるか
らです。
　日本で労働者協同組合の運動を前進させる
ことは、日本に社会的連帯感を通わせ、日本
の民主的・市民的水準を高めていくことにも
つながっていく非常に大事な活動だと痛感し
ています。
　今、小泉政権のもとで、国民は「痛みに耐
えろ」といわれています。不良債権の早期処
理で失業を増やし、福祉をけずりながら、な
ぜ景気回復ができるのか、なぜ社会のために
なるのか。“これでいいのか”という気持ち
がこみあげてきます。
　こういうもとで、互いに助け合う方向の根
を広げ、社会的連帯感をつちかっていく。そ
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ういう活動が求められているし、それが政府
の施策とのたたかいでもあると思います。
　フロアから発言された方が「市民と一緒に
なって」といわれました。これが本当に大事
だと思います。市民と国会議員が一緒になっ
て新しく法律をつくっていく。私たちはすで
にその経験をもちました。
　阪神・淡路大震災のあと、「被災者の生活
再建法を作ろう」と小田実さんらがよびか
け、市民と国会議員が一緒になって法を作
り、一部でしたが、阪神・淡路の被災者に適
用され、三宅島の被災者にも適用されまし
た。
　市民と国会議員が一緒になってたたかい、
一刻も早く、いい法制化を実現するために全
力でがんばりたいと思います。

岐路の日本。働くということの
意味と価値をみんなで問わねば

社民党衆議院議員　阿部知子さん

　金子勝さんも
「日本経済危ない
よ、このままじゃ
沈んじゃう。お前
ら、何をしてる」と
ゲキをとばされた
んですが、日本は
平和も経済もすご
く危ない。ほんと
に岐路に立ってい

ると思います。護憲勢力が力を合わせ、暮ら
しを守り、働くこと│人間が生きていく誇り
│を守るためにがんばりたい。
　私は２６年間、小児科医をしています。９
５年、阪神大震災があったとき、自分の心の

中まで揺らぐような衝撃を受け、政治家にな
ろうと思ったんですが、あれ以来、事件とい
う事件は子どもたちを被害者にしています。
神戸の中学生による小学生殺害、春菜ちゃん
事件、大阪の池田小。これにあわせて、社会
の経済状況も暗くなっています。
　私は、拒食、過食、キレちゃう子など、思
春期の子どもたちをみていますが、なりふり
かまわぬ高度経済成長が大切なものを忘れ、
競争原理が子どもたちの中にも刷り込まれて
きた。子どももかわいそう、親もかわいそう。
何が悪いかといえば、やっぱり社会の仕組み
だと思います。
　そこで、この協同労働。やっぱり、働くと
いうことの意味と価値を今、この社会がみん
なで問わなければ。
　ワーカーズ・コレクティブも、市民会議の
みなさんの運動も質は同じ。働くことの意味
を問い、若い人が金じゃない仕事の意味を
ちゃんととらえられるように、協同労働の協
同組合法を一緒にがんばりたいと思います。

福祉に予算回し労協法つくれば
経済、雇用の回復につながる

社民党衆議院議員  日森文尋さん

　ヒトラーは、「労働者
の味方」という顔をし
ていろいろなことをや
りましたが、結局行き
づまって、ポーランド
へ、ソ連へと侵攻して
いきました。
　小泉さんが同じだと

言っているのではありませんが、金子先生が
強調された中身は真剣に受け止めなければと
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思います。
　とくに今、福祉は経済の足を引っ張ってい
るのではないんです。むしろ福祉に大胆に予
算を配分することで、経済成長率は２％くら
い上がるかもしれない。雇用も１００万、２
００万単位で拡大できる。そこで力を発揮す
るのがみなさんがたです。
　労協法によって、そこに切り込んでいくこ
とで、この国の経済も雇用も回復する。そう
いうスケールで一緒に考え、この法律をつく
るために全力を尽くしたい。

メッセージ

民 主 党
　加藤公一  衆議院議員（厚生労働委員）
　アメリカやイタリアなどで成功しているよ
うに、日本においても、わが国にふさわしい
法整備を進めることによって、個人事業や共
同事業が発展することを望んでおります。そ
のことで、個人の意志や意欲が尊重される働
き方が実現し、ひいては、日本全体の適材適
所を実現したいと思うところです。
　

　石毛えい子  衆議院議員
　女性、高齢者、障がい者、そして男性が、
自分自身の価値と社会の連帯を実現する新し
い働き方、生き方として、協同出資、協同労
働、協同運営の法制化に賛意を表します。
　共同消費、コミュニティとの関係をどのよ
うに築くのかということも課題と考えます。
　21 世紀に市民自治に根ざした新しい社会
と文化をひらくために、ご参集の皆様のご活
躍を祈念申し上げます。

　今井澄・参議院議員
　小泉内閣は「経済財政諮問会議」の基本方
針を発表し、改革プログラムを示していま
す。一番の問題は、社会制度としてのセーフ
ティーネットが打ち出されていないことで
す。これまでの雇用対策の並べ替えでは、新
しい時代の働き方に通用しないだけでなく、
いたずらに失業者を増やす結果になってしま
います。
　「雇う・雇われる」関係から、「協同で働く」
という発想をもった、これからの時代に適し
た働き方が求められています。そのために
も、これまでの枠を越えた法整備が必要であ
り、みなさんの運動が大きく広がっていくこ
とを期待します。わたしも社会のセーフ
ティーネット作りのためがんばっていく所存
です。
　

　山井和則・衆議院議員（厚生労働委員）
　労働者の自発的起業や地域雇用を促す協同
労働の考え方は益々重要になっています。地
域が活性化し、安定した雇用の場が保障さ
れ、人々が安心して暮らせる社会となるた
め、協同労働の協同組合の法制化運動が一層
高まりますことを心から願ってやみません。
　

公 明 党
　山本保・参議院議員（厚生労働委員）

　21世紀は市民の世紀といわれ、行政主導を
脱却し、市民が主体となって活力ある社会を
作ることが求められています。
　私は、ＮＰＯ法制定に深く関わった経験か
ら、市民の力とその活躍の意義について、大
変高い評価をしております。また、責任与党
の一員として、人々が意欲をもって生き生き
と能力を発揮できる社会を目指し、日夜、国
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政改革に取り組んでいるところです。
　労働者が出資・管理する「協同労働の協同
組合法」は、多様な働き方を前提とした就業
環境の実現のための選択肢の一つとして、意
義のあるものと考えております。
　そもそも協同組合は、市民の市民による市
民のための、相互協力・扶助機関であり、そ
の活動を支援し発展させることが、活力ある
社会づくりには欠かせないものであるといっ
てもよいでしょう。
　今後とも、皆様の声を国政に届け、よりよ
い厚生労働行政の実現に努めてまいりたいと
思います。
　

自由党
　あずま祥三 衆議院議員

　貴会議の益々のご発展を心よりお祈り申し
上げます。
　

社民党
谷本たかし 参議院議員（国会対策委員長）
　地域を再生し、新しい福祉社会を実現する
ため、私の選挙公約でもあります「ワーカー
ズコープ法」を早急に制定する必要がありま
す。そして共に、安心して暮らせる循環型社
会を構築しましょう。
　

さきがけ
　中村敦夫・参議院議員

　今までの日本は、カネとモノの量を豊かさ
だと勘違いして、経済成長至上主義でばく進
していました。しかし、経済成長のために、
家族や人々とのつながりを犠牲にしてきたの
が、事実ではないでしょうか。
　働く者が設立する協同労働の協同組合で
は、働く者の幸せが優先されます。今、求め

られるのは、こうした考え方に基づく働き方
です。
　また、私は、ゼロ成長でも豊かさを実感で
きる社会を模索しています。協同労働の協同
組合は、このような社会において、大きな役
割を果たすことでしょう。みなさまととも
に、「協同労働の協同組合法」を実現させた
いと思います。


